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みなさんの暮らしと
つながっています。

はまだ
議会だより



6
今回はこれがポイント!

新型コロナウイルス感染症対策事業の
追加補正予算を可決！

　６月定例会議では、市長提出議案10件と議会提出議案４件、請願３件を審議しました。
　議会提案の浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例は、新型コロナウイルス感染症のまん延や災害の
発生、その他やむを得ない事由で、参集することができない場合は、委員会をオンラインで開催することが
できるようにするもので、全会一致で可決しました。
　令和４年度浜田市一般会計補正予算（第３号、第４号）には、コロナ対策事業として物価高騰の中、国の
補助事業を活用し、子ども食堂やふれあい食堂などの運営を行う団体や園児・児童生徒に食料の支援を行う
団体に助成する生活困窮者自立促進支援事業として500万円。また、コロナ拡大防止措置として、市からの
要請に応じて休業した指定管理施設の損失を補填する指定管理施設損失補償費として2,249万円などが計上さ
れています。その他、美肌観光推進事業において、美又温泉・旭温泉を中心とした温泉資源を活用し、美肌
ブランドの一体性とストーリー性を確立するために355万円が拡充されました。中山間地域への交流人口拡
大により地域活性化につながることに期待しています。
　３月定例会議から継続審査としていた、子育て支援センターの跡地を公園に整備してほしいという請願は、
採択後に附帯決議案が福祉環境委員会から提案され、全会一致で可決しました。地元の中学生とまちづくり
委員会からの請願により、今後の公園整備についての期待が高まったところです。
　今定例会議でも21人の議員が個人一般質問を行いました。防災に関する内容や５月末に発行されたプレミ
アム付「はまだ応援チケット」についてなど、議長を除く全議員が熱心に質問や提案をし、活発な一般質問
となりました。

トピックス

子
ど
も
食
堂
や
食
料
支
援

団
体
に
運
営
費
な
ど
を
助
成

　
市
内
の
子
ど
も
食
堂
や

ふ
れ
あ
い
食
堂
の
運
営
を

行
う
団
体
や
、
園
児
・
児

童
生
徒
に
食
料
の
支
援
を

行
う
団
体
に
対
し
、
運
営

費
な
ど
の
助
成
を
行
う
事

業
を
含
む
補
正
予
算
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
な

ど
に
直
面
す
る
生
活
困
窮

者
に
、
必
要
な
支
援
を
届

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
は
10
団
体
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
対
象
経
費

は
運
営
や
整
備
、
食
料
購

入
費
な
ど
で
、
助
成
総
額

は
５
０
０
万
円
で
す
。

問
１
団
体
の
助
成
上
限

額
は
幾
ら
で
す
か
？

答
助
成
対
象
経
費
の
全

額
を
、
上
限
50
万
円

で
補
助
し
ま
す
。

問
ど
の
よ
う
な
団
体
が

対
象
で
す
か
？

答
生
活
困
窮
者
へ
の
食

糧
支
援
と
し
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
困
窮
者
対
策
と
し
て

の
支
援
が
、
市
単
独

で
は
効
果
が
薄
い
の
で
は
？

答
今
回
の
支
援
策
は
、

困
窮
者
情
報
を
、
子

ど
も
食
堂
な
ど
を
経
由
し

て
、
自
治
体
・
福
祉
事
務

所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の

関
係
機
関
で
共
有
し
、
必
要

な
支
援
を
提
供
す
る
「
地
域

連
携
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
」
の
一
環
と
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

問
こ
の
助
成
は
今
後
も

継
続
さ
れ
ま
す
か
？

答
支
援
を
検
討
し
た
い

で
す
。

テイクアウトも実施
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トピックス

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」
跡
地
を
公
園
に

　
「
松
原
町
に
は
公
園
が

な
い
。
駐
車
場
で
ボ
ー
ル

遊
び
を
し
て
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
。
僕
た

ち
が
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊

べ
る
場
所
が
欲
し
い
。」

令
和
３
年
の
は
ま
だ
市
民

一
日
議
会
で
中
学
生
が
訴

え
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
す
く
す
く
」
の
跡

地
を
、子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー

ル
で
遊
べ
る
場
所
に
し
て

ほ
し
い
と
の
請
願
が
２
月

に
出
さ
れ
ま
し
た
。
３
月

定
例
会
議
で
継
続
審
査
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
定

例
会
議
で
、
全
会
一
致
で

採
択
し
、
市
に
要
請
す
べ

き
事
項
を
明
記
し
た
附
帯

決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

問
す
く
す
く
跡
地
の
今

後
の
方
針
を
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
？答

令
和
４
年
度
に
建
物

を
解
体
し
、
土
地
の

測
量
を
行
い
、
売
却
す
る
方

針
で
す
が
、
浜
田
市
市
有
財

産
売
却
計
画
の
備
考
欄
に

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
売
却
は
、
公
園
な
ど
の

整
備
計
画
に
よ
っ
て
は
変
更

の
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
普
通
財
産

と
し
て
市
全
体
の
公
園
な
ど

の
整
備
計
画
も
含
め
て
利
用

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
附
帯
決
議
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
？

答
「
浜
田
市
の
全
体
の
公

共
施
設
な
ど
に
関
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
、
広
く
地
域
住

民
の
意
見
を
聴
き
、
必
要
な

整
備
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
内
容
を
市
へ
要
請
し

ま
し
た
。
福
祉
環
境
委
員
会

で
内
容
を
協
議
し
ま
し
た
。

跡地活用を検討中の旧すくすく

５月臨時会議で賛否が分かれた議案はありませんでした。
６月定例会議で賛否が分かれた議案は以下のとおりです。
各議員の賛否や反対理由、請願・陳情審査結果などの詳細
は、市議会ホームページをご覧ください。

議案等の

賛否の公開

令和４年５月　●臨時会議●　市長提出議案１件
令和４年６月　●定例会議●　市長提出議案10件、議会提出議案４件、請願３件

請願・陳情について審査しました 請願３件 陳情21件

議案番号 議　案　名 賛成 反対

請願第４号 世界アルツハイマーデーのマリン大橋ライトアップの請願
について 7 14

肥後、大谷、沖田、
足立、村武、川上、
串﨑、上野、布施、
岡本、永見、田畑、
西田、川神

請願の内容 提出者 結果

子育て支援センター「すくすく」の跡地
を公園として整備することを求める請願
について

すくすく球友会
代表　佐藤　仁

外ノ浦・松原まちづくり推進委員会
代表　牛尾　博美
浜田市松原町

採択（全会一致）

世界アルツハイマーデーのマリン大橋ラ
イトアップの請願について

認知症の人と家族の会島根県支部
浜田地区会世話人代表　金子　多美子

浜田市竹迫町
不採択（賛成少数）

加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度の
創設及び意見書の提出について

全日本年金者組合島根県本部石見支部
支部長　深野　政勝
江津市二宮町神主

継続審査
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浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください。

大谷 学

質の高い教育をみんなに

歴史の教訓が命を守る
Q
東
日
本
大
震
災
後
の
調
査

で
は
、
災
害
の
歴
史
を
知
る

人
ほ
ど
早
く
避
難
し
命
を
守

っ
て
い
る
。
市
で
は
災
害
の

歴
史
を
伝
え
て
い
る
の
か
？

A
浜
田
地
震
が
発
生
し
た
日

に
は
防
災
防
犯
メ
ー
ル
で
告

知
。
牛
市
町
の
震
災
紀
念
碑

の
存
在
も
伝
え
つ
つ
、
よ
り

一
層
、
史
実
の
重
要
性
を
喚

起
し
て
防
災
に
努
め
た
い
。

Q
阪
神
淡
路
大
震
災
と
同
レ

ベ
ル
の
浜
田
地
震
を
学
校
で

伝
え
て
い
る
か
？

A
年
３
回
の
避
難
訓
練
時
に

幾
つ
か
の
学
校
で
は
教
え
て

い
る
。
今
後
、
史
実
な
ど
に

基
づ
き
全
学
校
で
実
施
す
る
。

Q
建
て
替
え
検
討
中
の
郷
土

資
料
館
は
浜
田
地
震
の
展
示

計
画
も
あ
る
。
防
災
の
観
点

か
ら
市
長
の
考
え
は
？

A
歴
史
は
繰
り
返
す
と
い
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
歴

史
に
学
ぶ
こ
と
は
大
切
。

川神 裕司

佐々木 豊治

すべての人に健康と福祉を

どうする?地域医療を支える人材育成!

臨時交付金物価高騰分を活用し市民の支援を

Q
浜
田
保
健
所
管
内
に
お
け

る
医
師
の
充
足
率
は
84
％
、

看
護
職
員
は
95
・
８
％
と
決
し

て
高
く
な
い
。
今
後
の
医
療

人
材
育
成
強
化
に
対
す
る
方

針
は
ど
う
か
？

A
医
師
の
確
保
は
県
へ
の
働

き
掛
け
や
、
島
根
大
学
医
学

部
へ
の
地
域
推
薦
制
度
活
用

に
取
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
を
目
指
す
中
高

生
へ
の
医
療
体
験
学
習
な
ど

の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
令
和
４
年
度
予
算
に
お
い

て
、
高
等
看
護
学
校
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

島
根
へ
の
運
営
支
援
強
化
が

決
定
し
た
。
同
様
に
准
看
護

学
校
へ
も
さ
ら
な
る
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

A
准
看
学
校
の
役
割
は
大
き

い
。
す
で
に
奨
学
金
、
学
生

宿
舎
提
供
支
援
な
ど
も
実
施

し
て
い
る
が
、
追
加
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

拡
充
し
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
が
創
設
さ
れ
た
。
各

自
治
体
で
、
生
活
に
困
窮
す

る
方
々
や
子
育
て
世
帯
の
支

援
、
農
林
水
産
業
者
や
運
輸
・

交
通
分
野
を
は
じ
め
と
す
る

事
業
者
支
援
の
取
組
を
し
っ

か
り
と
後
押
し
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
。
先
般
、
会
派

と
し
て
緊
急
要
望
も
行
っ
た

と
こ
ろ
だ
が
、
国
事
業
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
子
育
て

世
帯
な
ど
へ
の
特
別
給
付
金

事
業
へ
の
上
乗
せ
や
、
学
校
・

保
育
所
な
ど
の
給
食
費
、
公

共
料
金
な
ど
の
負
担
軽
減
、

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
や
介
護
事

業
者
へ
の
支
援
な
ど
検
討
で

き
な
い
か
問
う
。

A
市
民
は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
と
考
え
、
必
要

な
支
援
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
対
応
す
る
。
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Q
部
活
動
は
任
意
か
。

A
任
意
で
あ
る
。

Q
部
活
動
の
位
置
付
け
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
在
学
中

の
３
年
間
だ
け
で
な
く
、
引

退
の
な
い
活
動
環
境
が
重
要
。

A
部
活
動
は
教
育
課
程
外
の

活
動
。
法
令
上
は
学
校
が
設

置
運
営
す
る
義
務
に
は
な
っ

て
い
な
い
が
、
教
育
活
動
の

中
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

Q
全
体
移
行
が
前
提
で
は
な

く
、
各
部
活
の
必
要
性
を
ま

ず
精
査
し
て
は
。

A
個
別
詳
細
な
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。

Q
市
総
体
、
新
人
総
体
が
廃

止
と
な
る
。
部
員
減
少
対
策

や
教
員
の
負
担
軽
減
が
目
的
。

段
階
的
に
部
活
動
を
地
域
移

行
し
よ
う
と
す
る
国
の
動
き

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

A
ま
だ
ま
だ
不
明
確
な
部
分

が
多
い
。
引
き
続
き
動
向
を

注
視
す
る
。

芦谷 英夫

川上 幾雄

三浦 大紀

岡本 正友

質の高い教育をみんなに

ふるさとへの愛着をつくる 教育 歴史 文化だ

歴史民俗資料の調査・整理・保管が重要

部活動の地域移行はさまざまな視点で議論を

部活動の地域移行への具体的な方策は

Q
学
校
給
食
費
公
会
計
化
は

急
が
れ
る
問
題
で
、
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

A
教
育
振
興
計
画
に
盛
り
込

み
、
人
員
確
保
、
管
理
シ
ス

テ
ム
導
入
な
ど
財
政
負
担
な

ど
、
他
市
を
参
考
に
概
算
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

Q
歴
史
文
化
の
理
解
と
啓
発

の
態
勢
が
弱
い
。
新
し
い
郷

土
資
料
館
の
積
極
的
な
啓
発

や
広
報
が
必
要
で
は
。

A
検
討
委
員
会
で
ま
と
め
ら

れ
た
施
設
の
在
り
方
、
情
報

発
信
、
講
座
や
出
前
授
業
な

ど
重
要
性
は
認
識
す
る
。

Q
高
等
教
育
機
関
を
Ｐ
Ｒ
し
、

学
生
募
集
の
効
果
を
上
げ
る

方
策
が
必
要
で
は
。

A
各
学
校
や
担
当
課
な
ど
と

連
携
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
よ
る
情
報

発
信
や
合
同
説
明
会
の
開
催

な
ど
効
果
的
な
取
組
に
協
力

し
た
い
。

Q
浜
田
市
に
は
多
く
の
歴
史

民
俗
資
料
が
あ
る
。
多
く
て

整
理
が
追
い
付
か
な
い
資
料

も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

調
査
・
整
理
は
ど
の
部
署
が

担
う
の
か
？

A
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
財

係
が
担
っ
て
お
り
、
学
芸
員

の
資
格
を
有
し
た
職
員
が
３

人
い
る
。

Q
文
化
財
係
に
は
学
芸
員
の

資
格
者
が
３
人
配
置
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

調
査
・
整
理
が
追
い
付
か
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
学
芸
員

の
み
な
ら
ず
補
佐
す
る
方
が

不
足
し
て
お
り
、
増
や
す
べ

き
で
は
？

A
資
料
の
整
理
・
保
存
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
ま
ず
は

有
す
る
資
料
を
整
理
し
、
保

存
・
展
示
も
見
据
え
た
上
で
、

体
制
も
整
え
て
人
も
増
強
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

Q
中
学
校
体
育
連
盟
の
活
動

に
お
い
て
、
市
総
体
や
新
人

総
体
の
廃
止
の
見
直
し
の
内

容
が
示
さ
れ
た
。
学
校
の
働

き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活

動
改
革
と
認
識
す
る
が
、
人

間
形
成
の
場
で
も
あ
る
部
活

動
の
意
義
・
課
題
を
補
完
で

き
る
具
体
的
な
方
策
は
？

A
教
育
的
意
義
の
大
き
い
部

活
動
を
持
続
す
る
た
め
、
地

域
移
行
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
る
。
移
行
に
当
た
っ
て

は
学
校
と
地
域
団
体
な
ど
の

連
携
を
密
に
行
う
。
具
体
的

な
進
め
方
に
つ
い
て
は
浜
田

市
体
育
協
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

関
係
団
体
と
と
も
に
相
談
し
、

検
討
を
進
め
る
。

総合スポーツ大会の
開会式
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肥後 孝俊

西田 清久

住み続けられるまちづくりを

人や国の不平等をなくそう

自然災害への防災対策の進め方は

デジタル技術が不平等解消の力となる！

Q
河
川
浚
渫
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
？

A
令
和
６
年
度
ま
で
の
３
年

間
に
お
い
て
、
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
債
を
活
用
し
、
重
点

的
に
河
川
の
浚
渫
を
実
施
す

る
。
市
で
は
22
河
川
を
計
画

し
て
お
り
、
今
年
度
は
９
河

川
の
浚
渫
を
今
後
、
順
次
発

注
す
る
予
定
。

Q
市
管
理
の
河
川
で
、
海
が

し
け
た
際
に
砂
や
漂
着
ご
み

に
よ
っ
て
河
口
が
せ
き
止
め

ら
れ
る
。
海
か
ら
砂
浜
は
県

の
管
理
だ
が
、
市
と
県
そ
れ

ぞ
れ
が
管
理
す
る
部
分
の
必

要
な
作
業
を
、
な
る
べ
く
同

時
期
に
実
施
し
て
ほ
し
い
が

可
能
か
？

A
市
管
理
河
川
の
河
口
が
砂

浜
で
せ
き
止
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
、
県
に
も
対
応
を
依

頼
し
な
が
ら
、
浚
渫
な
ど
、

必
要
な
対
応
を
実
施
で
き
る

よ
う
努
め
る
。

Q
浜
田
市
の
有
形
、
無
形
の

歴
史
文
化
資
産
を
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
記
録
整
理
し

た
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

A
本
格
的
に
整
備
す
る
場
合
、

相
応
の
時
間
と
事
業
費
、
さ

ら
に
維
持
費
が
か
か
る
。

Q
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
」

を
活
用
し
、
記
録
整
理
は
郷

土
史
家
な
ど
専
門
家
に
依
頼

す
る
。
児
童
生
徒
の
１
人
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
有
効
に
活

用
が
で
き
、
資
料
館
に
行
け

な
い
人
も
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
誰
で
も
浜
田
の
魅
力
、
情

報
を
知
る
こ
と
が
可
能
だ
。

A
民
間
の
人
材
の
力
を
借
り

て
で
き
る
な
ら
推
進
力
に
な

る
。
国
も
応
援
し
て
く
れ
る

な
ら
実
物
に
触
れ
る
歴
史
資

料
と
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
両
立
さ
せ
て
考
え
て
み

た
い
。

足立 豪

布施 賢司

働きがいも経済成長も

基幹税の適正な執行を！

プレミアム付はまだ応援チケットの検証を

Q
浜
田
市
の
固
定
資
産
課
税

税
率
は
、
国
が
示
し
た
標
準

課
税
税
率
よ
り
０・１
％
高
い

が
、
そ
の
使
途
や
課
税
税
率

は
適
正
か
？

A
浜
田
市
は
県
内
８
市
の
中

で
は
一
番
低
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
固
定
資
産
税
は
市
の
主

な
自
主
財
源
で
あ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
全
般
に
使
用
し
て

い
る
。
現
時
点
で
は
税
率
の

引
き
下
げ
は
検
討
し
て
い
な

い
。

Q
国
が
示
し
た
標
準
課
税
税

率
を
超
過
し
徴
収
し
た
金
額

と
使
途
は
？

A
 16
年
間
で
約
 42
億
円
で
あ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
の
た
め
に
活
用
。

Q
そ
の
た
め
に
は
市
街
地
の

地
籍
調
査
を
迅
速
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
実
施
率
は
？

A
浜
田
市
全
体
で
は
約
44
％

だ
が
、
市
街
地
で
は
約
16
％

し
か
実
施
で
き
て
い
な
い
。

Q
地
域
経
済
を
回
復
さ
せ
事

業
者
を
応
援
す
る
た
め
、
全

業
種
で
利
用
可
能
な
プ
レ
ミ

ア
ム
付
「
は
ま
だ
応
援
チ
ケ

ッ
ト
」
の
販
売
が
あ
っ
た
。

　

生
活
支
援
に
も
つ
な
が
り

数
日
で
完
売
し
た
が
、
市
民

優
先
販
売
の
時
期
や
期
間
、

発
行
冊
数
、
各
販
売
所
で
の

対
応
な
ど
を
検
証
し
て
次
回

発
行
に
生
か
す
べ
き
だ
。

A
市
民
優
先
販
売
の
５
日
間

で
約
２
万
冊
、
一
般
販
売
は

２
日
間
で
約
３
万
冊
、
７
日

間
で
完
売
し
た
。
優
先
期
間

が
短
い
、
発
行
冊
数
も
少
な

い
、
購
入
券
配
布
時
期
や
年

金
受
給
者
に
配
慮
し
た
販
売

時
期
の
検
討
な
ど
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
販
売
に
お
け
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
販
売
所
に

周
知
し
た
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
反
省
を
十
分
生

か
し
次
回
発
行
を
検
討
す
る
。
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Q
地
域
農
業
の
応
援
団
を
増

や
し
、
人
手
不
足
に
も
対
応

し
、
将
来
的
に
は
移
住
や
就

農
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
「
農
的
関
係
人
口
」

を
創
出
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
が
市
の
考
え

を
問
う
。

A
農
村
地
域
で
の
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
よ
る
担
い
手
不

足
の
解
消
の
た
め
に
は
、
農

村
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、

農
業
に
関
わ
り
を
持
っ
て
も

ら
う
人
々
を
多
く
創
出
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
今

後
、
浜
田
応
援
団
に
よ
る
農

業
体
験
な
ど
を
通
じ
、
浜
田

応
援
団
員
の
得
意
分
野
や
ス

キ
ル
を
結
び
付
け
、
農
業
分

野
に
お
け
る
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
、
取
組
ん
で
い
く
。

こ
う
し
た
、
取
組
を
実
施
し
、

農
業
農
村
に
関
わ
る
人
材
の

裾
野
が
広
が
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

村木 勝也

柳楽 真智子

串﨑 利行

田畑 敬二

住み続けられるまちづくりを

「マイ・タイムライン」の活用でハート事業

タイムラインに基づく実践的な訓練を

農的関係人口の拡大を

東部消防署・西部消防署の統合は

Q
災
害
発
生
時
の
「
避
難
の

在
り
方
」
は
？

A
市
民
は
、「
自
ら
の
命
は
自

ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
。
行
政
は
、「
市
民

が
適
切
な
避
難
行
動
を
取
れ

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
」
が

重
要
で
あ
る
。

Q
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
時

系
列
的
避
難
行
動
計
画
）
を

作
成
・
実
行
す
る
に
は
、
個

人
が
防
災
情
報
を
主
体
的
に

入
手
す
る
こ
と
や
、
行
政
が

避
難
情
報
の
適
切
な
発
令
を

す
る
こ
と
が
大
切
。
防
災
・

減
災
に
ハ
ー
ド
事
業
の
整
備

も
必
要
だ
が
、「
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」を
、
地
域
や
学
校
、

家
庭
な
ど
で
「
事
前
に
」
に

話
し
合
う
ハ
ー
ト
事
業
も
意

識
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
？

A
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
活
用
し
て
市
民
へ
の
啓

発
を
図
る
。

Q
今
年
度
は
住
民
参
加
型
の

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
訓
練
の
成
果
は
？

A
各
町
内
の
情
報
を
集
約
す

る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い

る
地
域
や
、
避
難
所
に
行
く

人
や
自
宅
避
難
な
ど
、
細
か

い
状
況
ま
で
把
握
で
き
て
い

る
組
織
も
あ
っ
た
。

Q
個
人
や
家
族
、
地
域
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
（
避
難
行
動
計

画
）
を
作
成
し
た
上
で
、
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
実
践

的
な
訓
練
が
有
効
だ
と
思
う

が
、
今
後
の
進
め
方
は
？

A
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
事
前
作

成
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
。
避
難
経
路
の
確
認
や
安

否
不
明
者
を
想
定
し
た
情
報

伝
達
な
ど
に
取
組
む
。

Q
ペ
ッ
ト
同
伴
の
訓
練
は
？

A
ペ
ッ
ト
同
伴
の
把
握
は
し

て
い
な
い
が
、
大
事
な
こ
と

な
の
で
避
難
所
運
営
上
の
留

意
点
な
ど
を
検
討
す
る
。

Q
平
成
 27
年
４
月
に
東
部
消

防
署
（
金
城
・
旭
）、
西
部
消

防
署
（
三
隅
・
弥
栄
）
を
設

置
し
た
が
、
今
後
の
移
転
統

合
の
考
え
は
？

A
第
２
次
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
で
検
討
す
る
。

５
月
か
ら
消
防
本
部
内
で
多

方
面
で
の
検
討
を
進
め
る
。

Q
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
義
務
か
ら
10
年
以
上
経
過

す
る
が
、
設
置
者
に
対
し
て

の
対
応
は
？

A
住
宅
火
災
に
お
い
て
、
火

災
を
早
期
に
発
見
し
、
避
難

を
促
す
た
め
の
も
の
で
あ
り

大
変
重
要
で
あ
る
。
消
防
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
は
ま
だ
で
更
新
・
点
検
を

促
し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
世
帯
・
独
居
世
帯

へ
取
組
方
法
や
対
応
は
？

A
消
防
団
・
町
内
会
・
自
主

防
災
組
織
な
ど
に
要
請
し
、

自
助
の
取
組
を
検
討
す
る
。
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村武 まゆみ

沖田 真治

 海の豊かさを守ろう

プラスチックごみゼロ宣言を！

官民連携で豊かな海を取り戻せ！

Q
海
に
面
し
、
水
産
業
を
基

幹
産
業
と
し
て
い
る
当
市
に

お
い
て
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
対
策
の
考
え
は
？

A
非
常
に
身
近
な
問
題
で
あ

り
、
本
市
の
魅
力
を
維
持
す

る
上
で
大
変
重
要
な
観
点
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
理
解
や

意
識
啓
発
と
し
て
出
前
講
座

を
開
催
し
て
い
る
。

Q
出
前
講
座
の
成
果
と
し
て
、

住
民
の
中
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
減
ら
す
活
動
な
ど
が

始
ま
っ
た
か
？

A
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

今
後
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
進
め
た
い
。

Q
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
」
を
水
産
の
ま
ち
浜
田
だ

か
ら
こ
そ
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
？

A
重
要
な
問
題
だ
と
捉
え
て

い
る
が
、
宣
言
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
総
合
振
興
計
画
に
水
産
多

面
的
機
能
発
揮
事
業
を
掲
げ

た
理
由
は
？

A
魚
介
類
に
と
っ
て
藻
場
は

産
卵
場
所
、
小
魚
の
生
息
場

所
で
あ
り
、
水
産
資
源
の
増

殖
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と

考
え
、
漁
業
資
源
確
保
対
策

を
目
的
と
し
て
掲
げ
た
。

Q
取
組
状
況
は
？

A
今
年
度
は
、
瀬
戸
ケ
島
沿

岸
で
藻
場
の
保
全
、
小
型
漁

礁
の
設
置
、
食
害
生
物
の
駆

除
を
予
定
。
八
戸
川
、
三
隅

川
流
域
で
ヨ
シ
帯
の
刈
り
取

り
、
競
合
植
物
の
除
去
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

Q
水
産
資
源
の
増
殖
と
沿
岸

漁
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

取
組
を
市
内
全
域
に
広
げ
て

い
く
べ
き
で
は
？

A
必
要
な
取
組
と
認
識
し
て

い
る
が
、
人
手
の
確
保
な
ど

課
題
も
あ
る
。

永見 利久

牛尾 昭

気候変動に具体的な対策を

住み続けられるまちづくりを

市民の防災意識・地域防災力の向上は

ゆうひパーク浜田のこれからは

Q
総
合
防
災
訓
練
参
加
団
体

と
住
民
の
参
加
率
は
。

A
市
全
体
で
５
９
５
の
町
内

会
の
内
３
０
１
、７
０
４
９
人

が
参
加
、
参
加
率
は
14
％
。

Q
前
回
行
わ
れ
た
防
災
訓
練

の
参
加
者
数
は
。

A
３
年
前
の
参
加
者
は

４
７
０
０
人
参
加
さ
れ
た
。

Q
約
半
数
の
町
内
会
は
参
加

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

A
前
回
よ
り
１・５
倍
の
参
加

人
数
で
、
一
定
の
成
果
は
あ

っ
た
が
、
町
内
会
や
参
加
人

数
が
少
な
い
。
市
民
の
防
災

意
識
や
地
域
防
災
力
向
上
を

図
る
た
め
、
参
加
町
内
会
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
。

Q
災
害
時
の
避
難
要
支
援
者

の
地
域
支
援
体
制
は
。

A
市
民
を
中
心
と
し
た
組
織

と
、
市
の
関
係
部
署
が
連
携

し
て
支
援
を
行
う
。

Q
買
い
取
り
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
問
う
。

A
全
国
で
も
数
少
な
い
公
設

民
営
の
道
の
駅
で
、
コ
ロ
ナ

で
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

休
館
と
な
れ
ば
、
利
用
者
に

迷
惑
が
掛
か
る
の
で
早
急
に

不
動
産
鑑
定
し
、
９
月
定
例

会
議
で
報
告
し
た
い
。

Q
市
民
の
声
を
聴
く
と
お
も

て
な
し
の
心
が
足
り
な
い
。

全
国
か
ら
見
え
る
浜
田
の
顔

を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。
コ

ン
ビ
ニ
誘
致
や
ワ
ゴ
ン
セ
ー

ル
な
ど
の
要
望
が
あ
る
が
、

将
来
展
望
を
問
う
。

A
ゆ
う
ひ
百
選
・
山
陰
道
施

設
内
立
地
の
唯
一
の
道
の
駅

な
の
で
国
土
交
通
省
と
協
力

し
て
盛
り
上
げ
た
い
。

Q
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
、

反
映
し
て
、
指
定
管
理
委
託

を
し
て
は
ど
う
か
。

A
早
速
、
検
討
し
て
み
た
い
。
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小川 稔宏

上野 茂

平和と公正をすべての人に

 陸の豊かさも守ろう

子どもたちの疑問に応え、解決への平和教育

自然環境を守り生かす対策を

Q
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
が
長
期
化
し
国
際
情
勢

が
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、

適
切
な
平
和
教
育
の
定
義
と

は
何
か
に
つ
い
て
問
う
。

A
平
和
教
育
は
日
本
国
憲
法

の
崇
高
な
理
念
に
基
づ
い
た

も
の
。
自
他
を
尊
重
し
合
う

こ
と
、
我
国
の
社
会
・
文
化

へ
の
理
解
と
愛
情
を
深
め
、

国
際
協
調
の
視
点
に
立
ち
、

恒
久
平
和
を
願
い
国
際
貢
献

す
る
人
づ
く
り
を
基
本
に
平

和
教
育
は
な
さ
れ
て
い
る
。

Q
戦
争
の
原
因
や
背
景
、
終

結
の
考
え
方
な
ど
の
指
導
内

容
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

大
切
な
こ
と
は
何
か
。

A
原
因
な
ど
を
キ
チ
ン
と
ひ

も
と
き
伝
え
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
だ
が
、
命
の
尊
さ
、

自
分
と
他
の
人
の
大
切
さ
を

認
め
る
、
人
権
感
覚
を
大
切

に
す
る
教
育
に
結
び
付
け
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

Q
農
地
保
全
の
観
点
か
ら
外

国
産
の
農
産
品
に
頼
ら
ず
、

地
域
環
境
型
の
地
産
地
消
を

推
進
す
べ
き
で
は
？

A
大
変
重
要
な
事
項
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
地
産

地
消
推
進
に
取
組
む
。

Q
農
地
の
大
区
画
化
、
効
率

化
へ
区
画
整
備
を
進
め
て
環

境
が
整
え
ば
、
耕
作
放
棄
地

も
減
少
・
解
消
さ
れ
る
と
思

う
が
？

A
圃
場
整
備
の
実
施
要
望
が

あ
る
地
域
は
事
業
実
施
に
向

け
て
検
討
す
る
。

Q
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
「
都

川
の
棚
田
」
を
見
に
来
ら
れ

る
方
の
た
め
に
手
入
れ
が
欠

か
せ
な
い
。
高
齢
化
も
進
み
、

維
持
管
理
も
難
し
く
、
地
元

の
負
担
を
少
な
く
す
る
支
援

が
必
要
で
は
？

A
引
き
続
き
維
持
に
向
け
、

地
域
と
連
携
し
、
補
助
金
を

活
用
し
て
保
存
に
努
め
る
。

主権者教育推進の取組
〜島根県立大学との
共同研究と議場見学〜
　浜田市議会では、令和４年度から主権者教育の推進に取組んでいます。平成28年７月の参議院選挙か
ら選挙権が「18歳以上」に引き下げられたこともあり、若者の政治参加意識を育むことを目的に昨今注
目されている取組です。議員定数等議会改革推進特別委員会の検討結果（令和３年７月）においても、
その必要性が明記されています。
　島根県立大学との連携事業の一つとして、光延特任教授と議会が一緒になって、効果的な主権者教育
を研究することになりました。７月12日には、同教授の地方自治論の講義を受講している11人の大学
生が議場見学に来られ、議長が対応しました。

　議員や議会の活動をどのように情報収集したらよいか…住民参加を促
すためにどのような取組をしているか…など質問は多岐にわたりました。
　主権者教育の推進は、若者に選挙へ行ってもらうことや、投票率を上
げるためだけに行っていることではありません。自ら考え行動する力を
養ってもらうことを期待するものです。共同研究の進捗は、はまだ議会
だよりで報告していきます。

はまだ議会
ニ ュ ース
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第７回
第７回目の市民対談として、浜田市防災士
連絡会に所属されている2人の防災士の方
にお話を伺いました。
（インタビュアー：沖田　真治、川神　裕司）

―
―
浜
田
市
内
で
防
災
士
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
は

何
人
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

山
本　
現
在
、
浜
田
市
防
災

士
連
絡
会
に
所
属
し
て
い
る

防
災
士
は
25
人
で
、
男
性
16

人
、
女
性
が
９
人
で
す
。
毎

月
第
３
水
曜
日
の
夕
方
か
ら

定
例
会
を
行
い
、
情
報
共
有

や
研
修
会
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
域
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
と
き
に
は
出
前

講
座
の
講
師
を
務
め
ま
す
。

―
―
防
災
士
の
資
格
を
取
得

し
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か

け
は
？

金
崎　
も
と
も
と
「
防
災
士
」

と
い
う
資
格
に
興
味
が
あ
り
、

防
災
に
関
す
る
書
籍
を
読
む

な
ど
し
て
い
ま
し
た
。
も
っ

と
学
ん
で
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
何
ら
か
の
形
で
生
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、

所
属
し
て
い
る
消
防
団
に
３

人
程
度
の
資
格
取
得
の
た
め

の
助
成
制
度
の
推
薦
枠
が

あ
っ
た
の
で
そ
の
機
会
を
利

用
し
ま
し
た
。

山
本　
地
元
消
防
団
員
と
し

て
の
活
動
の
延
長
で
す
ね
。

昭
和
63
年
の
豪
雨
被
害
の
と

き
に
は
、
土
石
流
で
倒
壊
し

た
家
屋
か
ら
の
救
助
を
経
験

し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
、

国
府
小
学
校
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
訓
練
に
参
加
し
児

童
に
災
害
に
つ
い
て
話
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
金
崎

さ
ん
と
同
様
に
消
防
団
員
と

し
て
同
じ
制
度
を
利
用
し
、

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

向
上
心
を
持
っ
て
高
め
て
い
く
防
災
力

「
備
え
あ
れ
ば
災
い
な
し
！
」地
域
で
守
る
尊
い
命

浜
田
市
防
災
士
連
絡
会

　
防
災
士
　
金
崎
　
智
子 

さ
ん

　
防
災
士
　
山
本
　
稔 

さ
ん
　

10令和４年９月号



―
―
自
主
防
災
組
織
が
あ
る

地
域
と
な
い
地
域
が
あ
り
ま

す
が
、
何
が
要
因
で
あ
る
と

思
い
ま
す
か
？

金
崎　
私
の
住
む
田
町
は
何

度
も
水
害
を
経
験
し
て
い
る

地
域
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
見
て
も
危
険
度
は
高
く
、

災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
は

高
い
で
す
。
早
く
か
ら
自
主

防
災
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た

地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本　
私
の
住
む
唐
鐘
地
区

は
田
町
と
は
対
照
的
に
町
全

体
で
災
害
を
経
験
し
て
い
な

い
地
域
で
自
主
防
災
組
織
も

あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
で
も
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
と

そ
う
で
な
い
地
域
で
は
防
災

意
識
に
差
は
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
近
年
、
大
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
人
の
防
災
に
対
す
る

意
識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
組
織
立
ち
上

げ
を
率
先
し
て
行
う
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
が
地
域
に
い
な

い
こ
と
も
組
織
化
に
つ
な
が

ら
な
い
大
き
な
要
因
で
あ
る

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
自
主
防
災
組
織

が
取
組
む
べ
き
課
題
は
？

山
本　
心
配
な
の
が
要
支
援

者
の
避
難
で
す
。
こ
れ
は
自

主
防
災
組
織
だ
け
で
考
え
る

課
題
で
は
な
く
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
要
支
援
者

の
情
報
や
避
難
体
制
な
ど
を

共
有
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
そ
の
中
心
的

な
役
割
を
担
え
る
の
は
自
主

防
災
組
織
で
あ
り
、
組
織
化

は
地
域
に
と
っ
て
必
要
で
す
。

私
も
で
き
る
限
り
唐
鐘
地
区

を
含
め
、
組
織
化
さ
れ
て
い

な
い
地
区
で
の
組
織
立
ち
上

げ
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

金
崎　
世
代
を
問
わ
ず
、「
災

害
時
に
優
先
す
べ
き
こ
と
は

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る

こ
と
」
と
い
う
こ
と
を
話
し

合
う
場
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
あ
り
、
段
々
と
そ
の
機
会

が
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害

時
に
最
も
身
近
に
い
る
可
能

性
が
高
い
の
は
近
所
の
方
で

す
。
普
段
か
ら
顔
見
知
り
の

関
係
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

災
害
時
に
１
人
で
は
何
も
で

き
な
い
こ
と
を
誰
も
が
知
っ

て
い
ま
す
。
田
町
も
現
在
に

至
る
ま
で
試
行
錯
誤
し
活
動

を
行
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

防
災
を
通
じ
地
域
の
団
結
力

が
高
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
ま
ち
づ
く
り
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
、
楽
し

そ
う
な
企
画
や
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
防
災
イ
ベ
ン

ト
に
挑
戦
す
る
な
ど
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
活
動
し
た
私
の
経

験
が
未
設
置
の
地
域
や
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
役
立
つ
こ
と

が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
女
性
防
災
士
が
９
人
お

ら
れ
ま
す
が
、
実
際
の
活
動

で
女
性
の
視
点
が
生
き
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

金
崎　
避
難
訓
練
の
際
に
も

避
難
場
所
で
細
や
か
な
点
に

気
づ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
や

す
い
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

避
難
所
の
受
付
な
ど
は
女
性

の
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
力
仕
事
は

男
性
の
よ
う
に
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
人
材
を
適
材
適
所

に
振
り
分
け
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

右：金崎　智子（かねさき　ともこ）さん
浜田市防災士連絡会に所属。平成27年に防
災士資格を取得。田町まちづくり推進委員会
で自主防災会の役員として活躍。浜田市消防
団にも所属し、25年目を迎える。

左：山本　稔（やまもと　みのる）さん
浜田市防災士連絡会に所属。平成23年に防
災士資格を取得。唐鐘自治会副会長・国府地
区民生委員児童委員として活躍。浜田市消防
団に32年間在団し、平成31年に退団。

多
様
性
も

兼
ね
備
え
た

地
域
防
災
へ

人
を
守
る
の
は
人
し
か
い
な
い
！

関
係
づ
く
り
が
大
切
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総務文教委員会

福祉環境委員会

市民の生命と財産を守る機材の取得などについて審査

「就労支援を含めた障がい者支援」を取組課題に

　６月定例議会で総務文教委員会へ付託された市長提出議案３件を、６月23日に審査しました。さらに、
石見まちづくりセンター（仮称）長沢サブセンター建設整備計画に関わる「陶芸の里」の検討状況につ
いてなど、６件の所管事務調査も実施しました。これらの中でも市民の安心安全につながる高規格救急
自動車（救急車）と小型動力ポンプ付軽積載車（ポンプ車）の更新取得についての内容を報告します。
救急車は、購入から15年間使用して老朽化したので、改装費用を含め約1,700万円の車体に自動心臓マッ
サージ器などの医療機材約1,600万円分を搭載した救急車を更新取得して、市内で年間約2,800件の救
急要請に対応するものとのことでした。また、ポンプ車も購入から25年以上が経過しているので、１台
約610万円で４台更新し、長浜・木田・今市・和田の各消防分団に配備される予定とのことでした。こ
れら機材は、もしものとき
に市民の生命や財産を守る
ために整備するものですが、
その出動は限りなく少ない
ことを願いたいものです。

　福祉環境委員会では、執行部との勉強会や協議を重ね、今後委員会として取組むテーマを、全ての市
民が暮らしやすい社会を目指すために「就労支援を含めた障がい者支援」に決めました。
　もう一方の、安心して暮らせるための柱でもある「健康寿命の延伸」も重要な課題ですが、この課題は、
比較的個人一般質問で対応されることが多く、障がい者支援に関することは、議員個人で取り上げるこ
とが少ない現状があります。また、障がいにも種別があり、種別ごとに課題や必要とされる支援も違い、
多岐にわたることから、委員会として調査・研究するべきと判断しました。浜田市では「浜田市障がい
のある人もない人も共に生きることができるまちづくり条例」が制定されていますが、この制定後の実
施状況や効果が検証されていないことも課題と捉えています。
　障がい者の方で働きたくても働けなかったり、働き始めても環境になじめず長続きしなかったりなど

の課題もあります。「80・50」や「親亡き後」の問題も喫緊
の課題で、自立支援の充実も重要です。
　このような課題や条例検証の必要性などを鑑みて、特に「衣
食住」からの支援、生活や就労に係る課題についての現状を
把握するとともに、当事者の声を聴き、浜田市としてできる
ことを検討していきます。　

レポート

小型動力ポンプ付軽積載車（同型車）高規格救急自動車の内部
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産業建設委員会

議会運営委員会

個人漁業者と意見交換会を実施

参集が難しい場合にはオンラインで委員会開催が可能に

　当委員会では、人口減少が進む浜田市における一次産業
の後継者不足対策として、まずは浜田市の基幹産業である
漁業に携わる３人の方々と、漁業者の抱える課題や問題な
どについて意見交換をしました。
【退職後一本釣りを営んでおられる方】
・父の船を引き継いだが、古船であり新船を検討したが周
辺に造船所がない。　

・市場に多く出荷しているが、漁業だけでの生活は成り立たなく貯えで補填している。
【Iターンして漁業研修を受けながら自営を目指しておられる方】
・浜田を選んだきっかけは、知人のブログを見て興味を持ち、島根人の人柄にほれた。
・Iターン前の収入に比べ現在は約半減しており、妻と子供２人との生活に不安がある。
【飲食店を経営しながら漁業を営み始めた方】　
・Ｕターン後、飲食店の経営を始めたが、衰退していく町を見て貢献できればと漁業に取組む。
・現在は兼業だが、漁業を確立したら店舗の展開や県外への販売も考えている。
　以上は、3人の方との意見交換の一部ですが、浜田の漁業が抱える問題点や課題が浮き上がってきま
した。「海が好き」との皆さまの思いが生かせる提言がなせるよう、今後検討していきます。

　多発する自然災害や重大な感染症の流行などで、議員が参集することが困難な場合でも、議会として
意思決定をするため、議員がオンラインで各種委員会に参加できるよう、条例や規則の改正の発議を議
会運営委員会の提案で行い、その他の申し合わせ事項の内容を協議しました。申し合わせ事項の内容を
少し紹介します。
・自然災害発生時や重大な感染症の流行時の他、議員が育児や介護などで出席が困難であるときもオン
ラインでの出席が可能に

・オンラインによる出席ができる会議は、常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、全員協議会など
・公述人、参考人もオンラインで会議に出席可能
　議員に貸与されているタブレットを用いて、Zoomの活用を想定しています。今後は、議員研修など
をオンラインで開催してみるなど回数を重ねて、いざとい
うときに迅速に対応できるよう準備を進めていきます。オ
ンラインで視察を行ったり、受け入れをしたり、オンライ
ンで議員研修を受講したりと、オンラインの活用が広がっ
てきています。

委員会活動
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委員会活動レポート

議会改革推進特別委員会

協働のまちづくり推進特別委員会

委員会代表質問実施要領を作成

26のまちづくりセンターを訪問し、聞き取り調査を実施

　当委員会で検討してきた委員会代表質問について、６月13日に検討結果を第１回報告にまとめ議長に
提出しました。委員会代表質問の導入目的は、各常任委員会の専門的視点を生かして、所管事項の政策
立案及び政策提案を積極的に行うことで、質問内容は委員会での総意によるものとしています。
　実施時期や質問の順番、対象委員会、実施方法等については「委員会代表質問実施要領」に定めまし
た。なお、委員会代表質問を行う議員（委員）は個人一般質問をすることができることとしました。

　浜田市議会ＢＣＰ（業務継続計画）の検討を進めています。
　７月の第９回特別委員会では、浜田市議会ＢＣＰ（案）を基に①浜田市議会災害等対策支援本部設置
要領（案）の組織や所掌事務、議員の任務などの条項について、②議会ＢＣＰ（案）での議長の役割、

③想定する地震、風水害など災害の種類や規模、④市の
業務継続計画や地域防災計画との整合性や議会の災害対
策支援本部と市の災害対策本部と設置基準や議会と市と
の関係について検討しました。今後、災害発生時におけ
る災害対応の具体的行動や議案審議継続方法などについ
て詳細な検討をしていきます。

　５月９日から26日にかけて、委員８人が４班に分かれ26カ所のまちづくりセンター職員とのヒアリン
グを実施しました。公民館からまちづくりセンターに変わって１年が経過したところで、以下の内容な
どを聞き取りました。
・「協働のまちづくり」について、地域にどの程度意識が浸透しているか
・今センターで特に力を入れていること、困っていることや改善したい
こと

・まちづくりコーディネーターとはどのように連携を取っているか
・地区まちづくり推進委員会や地域協議会とどのように関わっているか
・その他学校など定期的に連携を持っている組織、団体があるか
・将来像として今後、どのようなセンターにしていきたいか、そのための改善点は
　多くの貴重な意見を頂き、出されたものをリストアップし、見えてきた課題などを検証します。７月
にはまちづくりコーディネーターとの意見交換会を行いました。協働のまちづくりの推進についての調
査や研究に反映させ、活動拠点の整備や若い世代が参加しやすい機会づくりなど、市に対して提言を行
うことを目的とし、引き続き取組を進めます。

【議会の基本的機能の維持】

12

1.議員・事務局職員
の安全確保

議員・事務局職員の安否確認

2.審議を⾏う環境の
確保・整備

3.的確な情報の収集
と把握

・適正に審議を⾏う環境と議会
機能を継続する環境の確保

・議会・議員の役割の明確化

・災害情報の的確把握と議会と
しての共有

・災害規模
に応じた時
間軸ごとの
⾏動形態の
整理

議会ＢＣＰは検討継続中
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前号のアンケートへのご協力、ありがとうございます。今回はVol.65に寄せられたご意
見・ご要望に対する回答を掲載します。

※紙面の都合上、一部のご意見・ご要望を要約して掲載しています。

防犯カメラの増設や通学路にある増水時に危険だと感じていた側溝への蓋の設
置など、身近なところで改善を感じ嬉しく思います。社会が変化している今、
予算をかけて大きな箱物を作るような従来型の町づくりではなく、長期的な視
点でコツコツと一人一人の住みやすさを積み上げていくことが、地域の課題解
決につながることがあるのではないかと感じます。今後浜田市には何が残るの
か、何が必要なのかを考えて動ける議員さんを期待しています。

ご意見ありがとうございます。今後もご期待にお応えできるよう活動してまいります。
（総務文教委員会）

…

… コロナ禍の今、帯状疱疹が増えていると聞きます。私の妹が60代でかかり、
本当に苦しんだ姿が怖くて忘れられません。どうか助成金を考えてください。

さまざまな予防接種の助成については事業化されているものもありますが、帯状疱疹など事業化さ
れていない疾病があることも承知しています。市民生活への影響や皆様の理解等を勘案し引き続き
調査研究を進めてまいります。	 （福祉環境委員会）

自由意見

全てのご意見・ご要望と回答はＨＰ上で公開しています。

お　住　ま　い 年　　齢

町 歳

Q１　今号で気になった記事はどれですか？その理由は？
①ポイント、トピックス（P2,3）　②市政を問う（P4～9）　③まるよみ（P9）
④市民対談（P10～11）　⑤委員会活動レポート（P12～14）　⑥読者アンケート（P15）

　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q２　自由意見（浜田市議会へのご意見やご要望などをお聞かせください）

はまだ議会だよりVol.66 読者アンケート
キリトリキリトリ

最寄りのまちづくりセンターの回収箱へご投函ください。ウェブでの回答はこちらから。⇒
集計の都合がありますので、９月末日までにご回答をお願いします。
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今年も開催します！

ははままだだ市市民民一一日日議議会会 !!!!

日時
令和４年

10月16日（日） 午後２時から
会場

浜田市議会
本会議場（浜田市役所5階）

発言
定員 10人

※応募者多数の場合、初めて申し込まれる方を優先し、抽選を行います。
※詳細は、折り込みのチラシをご覧ください。
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8月1日号はご覧いただけましたでしょうか。

浜田市議会HPにウェブ版として掲載しています。

こちらのQRコードからぜひご覧ください。

次号は10月1日に発行予定です。

お楽しみに～♪

はまだ議会だより

miniも
見てね

９月１日（木）から29日（木）までです。
個人一般質問は９月２日（金）から７日
（水）。
ぜひ傍聴にお越しください。
※日程が変更になる場合があります。

9月
定例会議の

予定

表紙について
　フランスの児童が描いた「水」という作品。浜田市世界こども
美術館で開催中の「川とあそぶアート展」に展示されている１枚
です。壁面を浜田川に見立てたインスタレーション作品をはじめ、
「川」をテーマに制作されたさまざまなアート作品も紹介されてい
ます。会期は９月25日㈰まで。

議長なんでもメール

議長や市議会に関するご意
見・ご要望・ご提言など
お気軽にお寄せください。




